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今回のテーマ：町とつながろう！「広聴・広報」

●町長への手紙

町民の皆様から町政へのご意見やご提言などをお寄せいただくものです。

いただいたご意見等は、町長が直接拝読するとともに、担当課で内容について調査・検討し、今後の町政運

営の参考とさせていただきます。また、ご希望により個別に返答し、ホームページでの公開を行います。

電子メールまたは郵便で送ることができます。

●かみかわまちづくり通信（今お読みいただいているものです）

テーマを絞って情報をお伝えするとともにご意見を募集し、町政運営の参考にすることを目的としています。

いただいたご意見の概要については、ホームページ（バックナンバー）にて紹介しています。

●まちづくり提案箱・私のまちづくり提案

「まちづくり提案箱」は、「町長への手紙」と同様に、町民の皆様からお寄せいただいたご意見等

を町長が直接拝読し、町政運営の参考にさせていただくものです。

町内５か所（裏面参照）に設置された提案箱に投函いただくほか、１２月９日（金）より「電子申請

サービス（2次元コードは裏面参照）」を用いて送ることができるようになりました。

また、「私のまちづくり提案」として、ご意見を記入後封筒型に折ってそのまま郵送できる投稿用

紙を年に１回広報紙へ掲載し、多くのご意見を募れるようにしています。

なお、匿名でもご意見いただける制度となっていますので、原則として個別に返答はいたしません。

●パブリック・コメント

町の重要な政策等を決定する場合、あらかじめ町民の皆様の意見を聴くための「パブリック・コメント」を実

施しています。皆様にお寄せいただいた意見を考慮した上で、意思決定を行います。

まちづくり通信 第5号

問合せ　総合政策課

　 ☎0495-77-0701

 　FAX0495-77-3915

広聴…町民の皆様→町

　神川町では、皆様のご意見等を伺い、町政に生かすための「広聴」、町民の皆様に町

の施策等についてお伝えする「広報」を行うために様々な手段を用意しています。

広報…町→町民の皆様 （裏面に続きます）

●神川町LINE公式アカウント

チャットアプリLINEの公式アカウント。町からの情報発

信をスマホの通知で知ることができるため便利です。

●神川町YouTubeチャンネル

町からのお知らせや観光スポットの紹介など、動画コン

テンツを町で作成し、配信しています。

●テレ玉データ放送

テレビ埼玉のデータ放送ページにて、町のお知らせを掲載しています。

【テレ玉を選局→「dボタン」を押す→メニューより「神川町」を選択】

スマホでも

手紙でも



切り取り線

お名前 年齢 性別 男 ・ 女

＜広聴・広報に関するご意見＞

広報…町→町民の皆様 （続き）

「かみかわまちづくり通信」

令和４年12月１５日号

【テーマの一例】

●町の情報発信手段について

●広報かみかわ・町ホームペー

　 ジについて

●町の意見募集等について

●その他神川町の広聴・広報

　 全般について など

テーマ

※お名前、 年齢、 性別についての記入は任意です。

今回のテーマに関するご意見をお寄せください
　「まちづくり通信」をお読みいただきありがとうございます。今回取り上げた「広聴・広報」について、皆

様からのご意見を募集します。下記のテーマを参考に、町民の皆さまの率直なご意見をお寄せいただ

きますよう、お願いいたします。意見の送付方法は下記の通りです。

①「まちづくり提案箱」に投函

　本面下部の用紙を切り取り、

町が設置している 「まちづくり

提案箱」 に投函してください。

【設置場所】

役場（本庁舎1階）/神泉総合支所/中央公民館

/保健センター/ふれあいセンター

②「電子申請」を利用して投稿

　下記２次元コードを読み取

り、 「神川町電子申請 ・ 届

出サービス」 へアクセスして

ください。

【締切】

1/16（月）

●広報紙「広報かみかわ」

毎月１回発行し、町からのお知らせを掲載している「広報かみかわ」は、令和４年８月号にて「200号」を迎

えました。現在は担当者が自前で原稿を制作する体制を採り、「見やすく、わかりやすい」内容・デザインを

心がけて作っています。

紙面の内容はホームページで公開するとともに、行政情報アプリ「マチイロ」でも読むことができます。

●神川町ホームページ

町からのお知らせを見ることはもちろん、緊急のお知らせなどをいち早く確認できます。また、各種申請のための様式を入

手したり、広報紙よりも詳細な情報を確認したりすることができます。

※上記のほか、「防災無線」「防災情報メール」や「子育てアプリ」など、様々な手段を用いて町からの情報発信に努めています。


